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女性の出家と古典文学
日本と西洋
NUNS AND THE LITERARY CANON 
Japan and The West 
Barbara RUCH* 
Japan is rightly proud of its golden age of women writers during 
the Heian period. Due to the efforts of many scholars, the 
writings of such women as Murasaki Shikibu and Sei Shonagon 
have become famous world wide. But equally prevalent abroad is 
the conception that between the Heian period and modern times, 
women made virtually no creative contributions whatsoever to 
Japanese art, literature or religion. Certainly nothing about their 
contribution is taught even today in Japanese schools. 
It was my accidental encounter with the 13th-century statue of 
the eminent Zen abbess, Mugai Nyodai, that altered my own view 
of this lacunae, and indeed the subsequent course of my scholarly 
life. Although virtually the founder of the Five Mountain Convent 
Association of medieval Japan, she does not appear even in Zen 




extremely important areas of Japanese literary and religious 
history to which we have failed to give proper attention. 
The history of Japanese Buddhism, as it is now written, is based 
on the premise that men are the teachers of Buddhism and women 
learn from men. The paradigm is “male priests teach other 
priests, laymen and women”. Occasionally we see a layman teach 
Buddhism to a woman, such as in the case of Sαnbδekotobα. But 
the gender paradigm remains the same. 
Herein I review the evidence that negates this paradigm, such as 
the proselytizing nuns in the Nihon rδiki and the etoki nun in 
Tαimαmαndαrα engi e. I then outline tne case of Mugai Nyodai’s 
neglected koαnwαhαand then proceed to examine in detail the late 
Muromachi-early Edo data on a very different kind of nun, the 
Kumαno bikuni. To date, researchers have tended to gather data 
and create a montage image which assumes them to be simultane-
ously prostitutes as well as proselytizers. Using both literary and 
visual data I propose at least two quite separate groups : one 
engaged as serious etoki teachers of Buddhism and the other as 
itinerant singers of popular songs. One specific uniquely female-
oriented message of the etoki nuns is analyzed : their introduction 
of the Nyoirin Kannon as savior of women from the “Lake of 
Blood Hell" . 
Important contributions to literature, music, and religious teaching 
by tonsured women ecclesiasts in the medieval Latin West are 
introduced to provide context to the Japanese examples of women 
religious teachers and to emphasize the importance of pursuing 




















































































































































































































































































































































































































『テー リ’ー ガー ター jを読むと、日本の『梁塵秘抄jのなかの仏教関係の今
様や、説話文学にたびたび現れる比丘尼のことが頭に浮かびます。比丘尼は美
しい声で多くの人を魅了し、たくさんの信者を獲得しました。女’性が歌ったこ
の宗教詩歌は、女性が別の女性に向かつて送った信仰のメッセージであったわ
けです。『テーリーガーターjは、女性特有の日常的苦痛や信仰生活がどうい
うものだ、ったかを知る手がかりを与えてくれます。
ヨーロッパにおいても、宗教活動を展開するうえで、女性宗教家が文学や音
楽を用いたことが、注目を集めはじめています。近年、尼僧の修道院における
音楽活動がとくに問題にされるようになってきました。つい最近までグレゴリ
オ聖歌は、男が修道院で歌っていたとされていましたが、実は、これは尼僧の
修道院でも中心的な活動の一つでもありました。（スライド）しかも、最近の
研究によって、多くの教会音楽は、尼僧によって作曲されていたことが分かっ
ています。おそらく、 12世紀、ドイツのピンデンにあった尼寺の院長、ヒルデ
ガルトがこの方面ではもっともよく知られている女性宗教家ではないでしょう
か。（スライド）ヒルデガルトといえば、詩集や哲学の分野で有名ですが、音
楽の方面でも作品が発見されるなど、活躍しています。最近、この12世紀の尼
僧のいくつかの作品がCDでも聴けるようになっています。
こういうふうに見てきますと、結局のところ、女性宗教家の活動に注目して
はじめて、われわれは、文学、音楽、宗教の三者の結びつきが世界的に共通し
た現象であったことを明らかにできるのではないでしょうか。どうもそんな気
-176-
がしてなりません。
日本人は平安時代における女流文学の黄金期を誇りに感じています。私は、
それは正しいと思います。平安期の女流文学は、世界的にも有名ですが、それ
は、多くの学者が、こうした女流作家を評価し、翻訳したからです。彼らの努
力によって彼女たちは、世界的に著名な存在になりました。いまや、海外にお
いて紫式部や清少納言たちは、日本にとって現代の政治家たちより良き外交官
になっているといえましょう。しかし、残念なことに、同じく外国でよく知ら
れ、もっともらしく思われているのは、平安時代以降の、今日までに至る歴史
のなかで、女性は創造的な仕事は何もしてこなかったということです。実際の
ところ、日本でも中世の女性が文学や音楽や宗教において行ったいろいろな貢
献について何も教えられていません。尼寺五山の無外如大、また彼女の和歌に
見られる深い洞察のあとについても、まったく学ばれていません。さらに、熊
野比丘尼の掛け軸の絵、歌、語りなどのなかには、女性を諭すのではなく、慰
みを与えるといった、彼女たち独自の仏教に対する解釈のあとが見られますが、
こうした創造性についても、何も教えられていません。
ここ十年ほどのあいだに、インドでも中国でも欧米でも文学や文学史におけ
る女性宗教家の役割を見直す研究が盛んに行われており、その結果、多くの分
野で歴史が新しく書き直されつつあります。日本においても、仏教の教えを広
めるうえでの、女性宗教家の役割を再評価する時が来たように思われますが、
いかがお考えでしょうか。
長いあいだのご静聴、有り難うございました。
